
　

令
和
６
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
和
商
工
会
並
び
に
会
員
の
皆
さ
ま
が
、

市
民
生
活
を
支
え
る
商
工
業
の
振
興
の
た

め
日
々
邁
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
内
の
各
種
行
事
や
祭
り
が

復
活
し
、
希
薄
に
な
っ
て
い
た
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
や
地
域
の
交
流
を
、
よ
う
や

く
取
り
戻
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。
大
和
商
工
会
の
皆
様
に
も
多
大

な
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
他
方
で
、
夏
の
記
録

的
な
猛
暑
に
よ
る
異
常
高
温
・
少
雨
は
、

本
市
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
稲
作
を
中
心

と
し
た
農
業
に
も
非
常
に
大
き
な
打
撃
を

受
け
、
市
で
は
米
の
等
級
低
下
に
よ
る
農

家
の
減
収
対
策
支
援
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
南
魚
沼
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
は
好
調
で
、
特
に
南
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
返
礼
品
全
体
の
８
割
を

占
め
る
ほ
ど
人
気
で
す
。
先
人
た
ち
が
額

に
汗
し
て
育
て
上
げ
て
く
れ
た
こ
の
地
の

ブ
ラ
ン
ド
米
で
あ
り
、
改
め
て
こ
の
地
域

の
底
力
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
本
年
、
南
魚
沼
市
は
市
施
行
20

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
を
市

民
の
皆
様
と
一
緒
に
祝
い
、
次
の
時
代
の

さ
ら
な
る
発
展
に
繋
げ
る
記
念
事
業
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
時
代
に
向
け
た
施
策
が
未
来
に

花
開
き
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
南

魚
沼
市
を
誇
り
に
思
い
、
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
を
育
ん
で
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
蓄
積
を
大
い
に
活
か
し
、
清
ら
か
な
雪

解
け
水
が
育
む
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
観
光
な
ど
の
地

域
資
源
を
広
く
発
信
し
、
災
害
に
強
く
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
し
た
、
生
涯

を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
「
自
然
・
人
・
産

業
の
和
で
築
く
安
心
の
ま
ち
」
を
実
現
す

る
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら
暖
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
念
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
商
工
会
及
び
本
会
の
事
業
推

進
に
た
い
し
ま
し
て
、
特
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
経
済
は
、
昨
年
に
お
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
長
期
化
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
商
工
会
で
は
、
重

点
事
業
と
し
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
伴

走
型
支
援
の
強
化
、
そ
し
て
地
域
経
済
の

持
続
的
な
発
展
の
た
め
の
事
業
継
承
等
の

支
援
、
組
織
力
と
支
援
力
を
活
か
し
た
販

路
開
拓
の
推
進
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

県
内
経
済
状
況
は
、
地
域
や
業
種
に
よ

っ
て
厳
し
さ
を
残
し
つ
つ
も
、
緩
や
か
に

回
復
の
兆
し
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
、

よ
り
深
刻
な
人
出
不
足
、
原
材
料
の
価
格

高
騰
等
、
様
々
な
課
題
が
出
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

商
工
会
は
、
会
員
の
為
に
巡
回
や
き
め

細
か
な
支
援
を
提
供
し
更
な
る
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
振
興
と
健
全
な
地
域
社
会
の
維

持
・
貢
献
の
為
の
活
動
を
、
強
力
に
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
役
職
員
を
始
め
会
員
皆
様

の
尚
一
層
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
ご
存
じ
の
通
り
、
三
商
工
会
合
併

に
向
け
て
、
南
魚
沼
商
工
会
合
併
検
討
協

議
会
で
、
議
論
し
た
内
容
等
は
、
今
ま
で

以
上
に
き
め
細
く
、
今
後
と
も
丁
寧
に
、

広
報
等
を
通
じ
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
年
が

希
望
に
満
ち
た
、
災
害
の
な
い
飛
躍
の
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
申
し
上
げ
、
皆

様
方
の
今
後
益
々
の
発
展
と
、
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
願
い
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

大
和
商
工
会
長

上
村
賢
司

年
頭
の
ご
挨
拶

南
魚
沼
市
長

林
　
茂
男

年
頭
の
ご
挨
拶

時
代
新
た
に

拓
く
ま
ち
へ
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　大桑原でお米とスイカを生産している株式会社こまがた
農園と申します。
　1777年から続く農家の10代目として農業を継ぎましたが、
学生時代は陸上競技に勤しんでいました。
 大学3年に陸上を辞めてからはひょんなことで始めたDJに
どハマりし、帰省してからも更に熱中して練習し続けた結
果、2006年ロンドン、2009年ポーランドで行われたDJの世界大会で2度優勝することが
できました。頭の中は農業1割、DJ9割でしたので農業のことなどあまりわからず、親父に
よく怒られていました。農閑期には冬仕事のために地元でDJスクールを開講していました
が、その時の第一号生徒がCreepy NutsのDJ松永でした。彼が上京するタイミングや自分
の結婚のタイミングが重なった頃、もう少し農業に真剣に向き合おうという思いが生まれ、
周りの同世代の農家さんに教えてもらいながら少しずつ農業の魅力に惹かれていきました。現在ではDJ以上に
農業が楽しくなり、令和3年2月に株式会社こまがた農園を設立しました。
　また、令和5年10月に米粉のシフォンケーキ専門店「おこめのケーキqute(クテ)」を自宅前にオープンしました。 
これからも次の世代に繋がるような魅力ある農業を発進していきたいと思っています。

株式会社 こまがた農園
南魚沼市大桑原771-1　代表　駒形 宏伸

　はーいどうもいらっしゃいませ。
　令和5年10月17日に旧ダイニング蔵様の場所で『炭火ステーキ重　月夜に米と
牛』をオープンいたしました。新潟の自慢である魚沼産コシヒカリを食べてもらいた
くお店を作りました。（お肉も美味しいので）
　当店は、ランチ営業に力を入れている店舗です。炭火ステーキ重が1番のおすす
めで、その他にもモツ煮セットや鉄板ステーキをご用意しています。メニュー数は少
ないですがどれもこだわりの品です。是非ご賞味ください。
　テイクアウトも始めました。ステーキ重とミニ重です。ご予約頂けるとスムーズに
お渡し出来るかと思います。若輩者なので皆様のご指導を賜りたいと存じます。よ
ろしくお願い申し上げます。
・ランチ　11:00～14:30
・ディナー完全予約制　17:30～21:00
・宴会プランあり(３日前まで受付)
・食事のみのプランあり（当日15時まで受付）

炭火ステーキ重  月夜に米と牛
南魚沼市山崎新田95-6　合同会社浦佐ミール　代表　山本 良

新会員
紹　介

　

合
同
会
社
浦
佐
ミ
ー
ル
様
の
他
に
、
次

の
方
々
か
ら
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。（
届
出
順
・
敬
称
略
）

杉
一（
す
ぎ
い
ち
）鉄
工（
水
尾
、製
缶
工
）

事
業
主　

小
杉　

一
歩

株
式
会
社
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｓ

（
一
村
尾
、米
糠
玄
米
カ
イ
ロ
製
造
販
売
）

代
表　

永
井　

亜
木
子〔
法
人
化
〕

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
Ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｍ
ｏ
Ｃ
ｏ

（
水
尾
、ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
業
）

事
業
主　

種
村　

智
美

株
式
会
社
中
澤
塗
装　
　

  

（
穴
地
、塗
装
業
）  

代
表　

中
澤　

知
洋〔
法
人
化
〕

咲
建
創（
さ
な
け
ん
そ
う
）  （
辻
又
、建
築
業
）

事
業
主　

佐
藤　

翔

八
海
山
麓
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
パ
ー
ク 

（
荒
金
、フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
）

事
業
主　

五
十
嵐　

哲
也

株
式
会
社
中
島
製
作
所

（
大
崎
、カ
メ
ラ
部
品
製
造
業
）

代
表　

中
島　

要
治〔
法
人
化
〕

岡
文
塗
装　
　
　
　
　
　

  

（
水
尾
、塗
装
業
）

事
業
主  

岡
村 

文
子

株
式
会
社
ヤ
マ
グ
チ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
浦
佐
、飲
食
業
）

代
表　

山
口　

昇

新
会
員
紹
介

（
令
和
５
年
５
月
以
降
）

会員紹介

定休日　木曜日
連絡先025-788-1771

商　　工　　や　　ま　　と （２）



謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　 

　
申
し
上
げ
ま
す

大
和
商
工
会
役
員
一
同

会
　
長
　
上
村
　
賢
司
（
大
倉
）

副
会
長
　
関
　
　
博
行
（
浦
佐
）

副
会
長
　
種
村
佐
智
子
（
水
尾
）

理
　
事
　
内
田
　
悦
夫
（
浦
佐
）

理
　
事
　
山
田
　
長
広
（
今
町
）

理
　
事
　
飯
酒
盃
和
幸
（
大
崎
）

理
　
事
　
櫻
井
　
和
浩
（
門
前
）

理
　
事
　
笠
原
　
貴
浩
（
浦
佐
）

理
　
事
　
川
島
　
弘
之
（
浦
佐
）

理
　
事
　
石
田
　
孝
之
（
浦
佐
）

理
　
事
　
島
田
　
奏
大
（
浦
佐
）

理
　
事
　
小
島
　
哲
也
（
浦
佐
）

理
　
事
　
山
田
　
　
勝
（
浦
佐
）

理
　
事
　
行
方
　
健
一
（
一
村
尾
）

理
　
事
　
千
喜
良
幹
嗣
（
九
日
町
）

理
　
事
　
田
中
　
忠
司
（
水
尾
）

理
　
事
　
目
崎
　
定
男
（
大
崎
）

理
　
事
　
駒
形
　
栄
一
（
黒
土
新
田
）

理
　
事
　
今
井
　
鉄
也
（
桐
沢
）

理
　
事
　
山
崎
　
一
男
（
堂
島
新
田
）

理
　
事
　
荻
原
　
直
樹
（
九
日
町
）

理
　
事
　
山
﨑
　
美
晴
（
黒
土
）

監
　
事
　
門
山
　
好
和
（
浦
佐
）

監
　
事
　
青
木
　
文
治
（
芹
田
）

発
行
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

８
月
23
日
に
第
４
回
、
10
月
17
日
に
第

５
回
の
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
定
款
、
運

営
規
約
、
各
種
規
程
、
部
会
、
機
構
図
、

支
部
・
地
区
会
運
用
内
規
、
覚
書
等
の
検

討
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

支
部
・
地
区
会
と
も
定
款
に
載
せ
な
い

こ
と
と
し
、
現
在
の
支
部
会
計
は
特
別
会

計
で
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
６
日
に
第
４
回
、
10
月
18
日
に
第

５
回
、
12
月
20
日
に
第
６
回
の
会
議
を
行

い
ま
し
た
。
合
併
当
初
の
会
費
、
新
規
加

入
金
、
手
数
料
、
使
用
料
に
つ
い
て
協

議
・
提
言
を
行
い
、
合
併
当
初
の
収
支
予

算
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
資
金
、
会
館
維
持
な
ど
の
引
当
資

産
や
備
品
の
確
認
、
取
扱
に
つ
い
て
も
検

討
し
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
に
第
４
回
、
10
月
19
日
に
第

５
回
、
12
月
14
日
に
第
６
回
の
会
議
を
行

い
ま
し
た
。
主
催
す
る
事
業
と
担
当
部
門
、

委
員
会
、
事
務
受
託
す
る
団
体
な
ど
の
検

討
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
所
・
支
所
の
人
員
配
置
と
業

務
分
担
、
事
業
計
画
、
地
域
貢
献
計
画
・

ア
ピ
ー
ル
プ
ラ
ン
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

本
年
度
第
２
回
理
事
会
で
は
、

１　

会
員
加
入
の
承
認
及
び
脱
退
・
所
在
地

　
　

等
の
変
更
・
会
員
数
の
報
告
に
つ
い
て

２　

合
併
協
議
の
状
況
に
つ
い
て

３　

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て

４　

米
と
酒
魚
沼
の
陣
に
つ
い
て

５　

新
春
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て

６　

令
和
５
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
推
進
要
領

　
　

に
つ
い
て

の
案
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
第
３
回
理
事
会
で
は
、

１　

会
員
加
入
の
承
認
及
び
脱
退
・
代
表
者

　
　

の
変
更
・
会
員
数
等
の
報
告
に
つ
い
て

２　

総
代
選
挙
体
制
に
つ
い
て

３　

合
併
協
議
の
状
況
に
つ
い
て

４　

新
春
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て

の
案
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て
は
内

容
を
再
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
理
事
会
開
催（
８
月
22
日
）

第
３
回
理
事
会
開
催（
12
月
12
日
）

　

令
和
５
年
１
月
に
設
置
し
た
３
つ
の
専

門
部
会（
総
務
・
財
政
・
事
業
）で
そ
れ
ぞ

れ
細
か
い
摺
り
合
わ
せ
を
行
い
、
各
正
副

会
長
か
ら
構
成
さ
れ
る
合
併
検
討
協
議
会

に
検
討
結
果
を
提
出
し
て
協
議
し
、
新
商

工
会
の
方
針
決
定
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

12
月
４
日
の
合
併
検
討
協
議
会
で
協
議

し
た
内
容
で
す
。

○
定
款
「
総
代
は
令
和
６
年
４
月
１
日
の

会
員
数
で
地
域
（
旧
商
工
会
）
配
分
」

○
役
員
の
選
出
方
法
「
副
会
長
・
監
事
は

会
長
選
出
地
域
以
外
か
ら
各
１
名
選
出

理
事
は
青
年
部
長
・
女
性
部
長
・
各
部
会

長
を
除
い
た
23
名
を
会
長
選
出
地
域
か
ら

７
名
、
他
の
２
地
域
か
ら
８
名
選
出
」

○
会
費
賦
課
割
表
「
法
定
会
員
の
本
会
費

は
、
個
人
と
法
人
を
分
け
そ
れ
ぞ
れ
一
律

と
す
る
。
一
部
特
例
あ
り
」

○
手
数
料
徴
収
基
準
、
使
用
料
徴
収
基
準

  

（
今
後
の
検
討
で
変
更
も
あ
り
）

○
事
業
計
画
、
主
催
事
業
と
担
当
部
門

　

年
度
内
に
ま
と
め
、
令
和
６
年
度
に
基

本
協
定
の
締
結
や
合
併
推
進
協
議
会
の
立

上
げ
、臨
時
総
会
の
開
催
、設
立
委
員
会
の

設
置
、各
種
の
手
続
へ
と
進
む
予
定
で
す
。

　

今
後
も
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

よ
り
良
い
合
併
と
な
る
よ
う
意
見
を
出
し

合
い
、
協
議
、
調
整
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

　

合
併
協
議
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
合
併

検
討
協
議
会
か
ら
随
時
協
議
会
だ
よ
り
を

３
商
工
会
合
併
の
協
議
状
況

総
務
部
会（
組
織
、機
構
ほ
か
）

財
政
部
会（
財
政
、予
算
ほ
か
）

事
業
部
会（
事
業
計
画
ほ
か
）

商　　工　　や　　ま　　と（３）



　

参
加
店
の
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
て
令
和
２
年
度
か
ら
始
め

た
「
お
宝
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
く
じ
」
を
、

今
年
度
も
商
業
部
会
主
催
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
大
和
地
域
内
の
78

店
舗
が
参
加
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

参
加
店
は
、
12
月
１
日
か
ら
31
日
ま

で
の
間
、
お
客
様
の
お
会
計
千
円
ご
と

に
１
枚
の
「
く
じ
券
」
を
進
呈
し
、
抽

選
に
よ
り
参
加
店
で
２
月
末
ま
で
使
用

で
き
る
商
品
券
が
当
た
る
と
い
う
内
容

で
す
。

　

昨
年
度
に
「
特
等
５
万
円
分
の
商
品

券
」
を
３
本
増
や
し
ま
し
た
が
、
お
客

様
の
声
を
受
け
、
今
年
度
は
「
特
等
の

組
違
い
賞
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
も
検
討
を
加
え
な
が
ら

継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、

更
に
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
一
緒
に
地

域
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

お
宝
お
宝ＹＡ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
く
じ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
く
じ見本見本

　

11
月
13
日（
月
）に
工

業
部
会
の
事
業
と
し
て
、

水
の
郷
工
業
団
地
の
㈱

ブ
ル
ボ
ン
魚
沼
工
場
様

と
会
員
の
ア
グ
リ
コ
ア

越
後
ワ
イ
ナ
リ
ー
様
の

工
場
見
学
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

㈱
ブ
ル
ボ
ン
魚
沼
工
場
様
は
視
察
受
入

が
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
地
域

貢
献
に
努
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
工

業
部
会
参
加
者
14
名
と
事
務
局
で
訪
れ
貴

重
な
話
を
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
１
日（
日
）に
、
八
色
の
森
市
民
公

園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
第
８
回

南
魚
沼
グ
ル
メ
ラ
イ
ド
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
和
商
工
会
の
各
支
部
と
事
務
局
か

ら
１
名
ず
つ
ク
ロ
ー
ク
係
の
役
員
と
し
て

協
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部
か
ら
は

５
名
が
ス
タ
ー
ト
係
等
の
役
員
と
し
て
協

力
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
は
雨
天
で
し

た
が
、
途
中
で
雨
が
上
が
り
、
約
千
人
の

参
加
者
が
八
色
の
森
公
園
〜
桐
沢
・
大
倉

〜
六
日
町
、
塩
沢
を
回
っ
て
グ
ル
メ
を
楽

し
み
な
が
ら
自
転
車
で
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

10
月
８
日（
日
）に

八
色
の
森
市
民
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
天

気
に
恵
ま
れ
て
大
勢

の
人
出
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
今
年
は
ア
ル

コ
ー
ル
の
解
禁
な
ど

ほ
ぼ
例
年
通
り
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
和
商
工
会
か
ら
は
、
商
業
部
会
、
工

業
部
会
（
大
和
建
築
組
合
と
共
同
）
、
青

年
部
、
女
性
部
が
出
店
し
た
ほ
か
、
法
人

会
大
和
地
区
会
が
熱
気
球
搭
乗
体
験
を
実

施
、
他
に
も
役
員
や
総
務
企
画
委
員
会
な

ど
が
お
ま
つ
り
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、商
工
会
関
係
者
で
は
、㈾
玉
屋
菓

子
店
、
ハ
ウ
ス
ド
ク
タ
ー
コ
マ
、
㈱
越
季
、

㈱
小
玉
屋
、肉
処
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、じ
び
栄
、

ち
ょ
い
の
ま
タ
イ
ム
、南
魚
沼
建
具
組
合
、

県
自
動
車
整
備
魚
沼
地
域
協
議
会
青
年
部

が
出
店
し
、い
ず
れ
も
大
盛
況
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
み
な
み
魚
沼
と

共
催
の
抽
選
会
も
昨
年

の
１
．
５
倍
も
の
人
が

集
ま
り
、
商
工
会
・
Ｊ

Ａ
・
旅
館
組
合
・
美
術

館
か
ら
の
す
て
き
な
賞

品
が
幸
運
な
65
人
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
報
告

（
10
月
８
日
）

南
魚
沼
グ
ル
メ
ラ
イ
ド
報
告

（
10
月
１
日
）

工
業
部
会
工
場
見
学
会（
11
月
13
日
）

「
㈱
ブ
ル
ボ
ン
魚
沼
工
場
」 

様
、

「
ア
グ
リ
コ
ア
越
後
ワ
イ
ナ
リ
ー
」様

　

７
月
25
日
工
業
部
会
総
会
の
後
に
「
信

念
が
あ
れ
ば
道
は
開
か
れ
る
」
と
題
し
て
、

ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
奥
平
正
和

様
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し

て
困
難
を
乗
り

切
る
心
意
気
を

お
話
し
さ
れ
、

大
変
興
味
深
い

内
容
で
し
た
。

　

８
月
21
日
商
業

部
会
総
会
の
後
に
、

劇
団
四
季
出
身
元

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳

優
の
齊
藤
史
緒
様

に
よ
る
「
印
象
力

ア
ッ
プ
見
せ
方
話

し
方
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
話
し
方
や
表
情
を
見

直
す
こ
と
に
よ
り
お
客
様
に
好
印
象
を
与

え
、
仕
事
の
成
功
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
話
さ
れ
、
姿
勢
や
伝
言
な
ど

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
交
え
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

工
業
部
会
講
演
会（
７
月
25
日
）

〜
信
念
が
あ
れ
ば
道
は
開
か
れ
る
〜

商
業
部
会
セ
ミ
ナ
ー（
８
月
21
日
）

元
舞
台
俳
優
が
教
え
る
印
象
力
ア
ッ
プ

見
せ
方
話
し
方
セ
ミ
ナ
ー

商　　工　　や　　ま　　と （4）



　

11
月
８
日
か
ら
10
日
の
３
日
間
、
新
潟

市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
「
展
示
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
見
本
市
は
２
０
０
７
年
の
第

１
回
開
催
以
来
、
「
よ
り
良
い
食
を
求
め

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
地
域
の
食
品
・
食

材
を
活
か
し
た
産
品
の
販
路
拡
大
、
商
品

化
に
必
要
な
厨
房
機
器
や
容
器
・
包
装
の

展
示
、
さ
ら
に
は
、
農
業
の
「
６
次
産
業

化
」
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
新
潟
と

全
国
を
結
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
場
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
出
展
者
数
は
４
８
８
事
業
所

（
昨
年
比
84
増
）、
出
展
小
間
数
は
４
４
９

（
昨
年
比
73
店
増
）、
３
日
間
入
場
者
数
は

１
２
５
８
９
人（
昨
年
比
３
４
３
０
人
増
）

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

当
商
工
会
か
ら
は
、「
㈱
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｓ
さ

ん
」と「
ス
マ
イ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
」が

南
魚
沼
市
の
支
援
を
受
け
て
出
展
し
ま
し

た
。尚
、
㈱
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｓ
さ
ん
は
、
６
次
化

大
賞
に
応
募
し「
㈱
新
潟
三
越
伊
勢
丹
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
奉
仕
活
動
事
業
●

不
要
タ
オ
ル
等
の
寄
贈 

　

女
性
部
で
は
、
今
年
度
も
部
員
や
会
員

に
呼
び
掛
け
10
月
ま
で
不
要
タ
オ
ル
等
を

収
集
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
タ
オ
ル
、
カ

ッ
ト
し
た
中
古
タ
オ
ル
を
、
11
月
15
日
に

大
和
地
域
の
福
祉
施
設
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
な
の
里
あ
い
あ
い
」
「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園
」
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス

鈴
懸
」
の
３
ヶ
所
へ
部
長
・
副
部
長
に
て

寄
贈
し
ま
し
た
。
各
施
設
の
方
々
に
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。

●
地
域
振
興
事
業
●

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
で
の
出
店 

　

10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
市
民
ま
つ
り

で
、昨
年
と
同
様
に「
大
学
い
も
」「
パ
ン
ケ

ー
キ
」を
手
作
り
し
販
売
し
ま
し
た
。役
員

９
名
か
ら
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
が
２
回
目
の
試
み
で
し
た
が
、
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
お
昼
過
ぎ
に
は
完
売
と

な
り
大
盛
況
で
し
た
。

女
性
部
活
動
報
告
・
計
画

●
地
域
振
興
事
業
●

南
魚
沼
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン
の
運
営

　

今
回
の
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
４
年
振

り
に
制
限
な
く
通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ル
メ
村
が
復
活
す
る
中
、
近
隣
の
六
日

町
・
塩
沢
・
湯
沢
町
商
工
会
青
年
部
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て
大
会
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
で
の
出
店

　

今
回
は
ラ
ー
メ
ン
キ
ッ
チ
ン
雪
ヶ
谷
の

星
野
氏
監
修
の
ま

ぜ
そ
ば
と
ア
ル
コ

ー
ル
飲
料
、
ソ
フ

ト
ド
リ
ン
ク
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

特
に
ま
ぜ
そ
ば
は

好
評
の
声
を
頂
き
、

老
若
男
女
問
わ
ず

美
味
し
い
と
声
を

頂
き
ま
し
た
。

青
年
部
活
動
報
告

フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た
２
０
２
３

（
11
月
８
日
〜
10
日
）

小
学
校
卒
業
生
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

　

大
和
地
域
の
小
学
生
卒
業
生
た
ち
へ
、

女
性
部
と
し
て
記
念
に
な
る
よ
う
な
贈
り

物
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
昨
年

に
続
き
、
卒
業
す
る
児
童
へ
手
作
り
の
コ

サ
ー
ジ
ュ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
お
祝
い
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
３
月
の
卒
業

式
に
間
に
合
う
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
グ
ラ
ン

プ
リ
の
地
域
大
会
で
あ
る
「
新
潟
南
魚
沼

の
宝
物
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
11
月
16
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
５
商
品
（
当
日
１
商
品
が
不
参

加
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
㈱
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｓ

さ
ん
（
コ
ラ
ボ
：
㈱
吉
兆
楽
さ
ん
）
の
「
雪

こ
め
ぬ
か
カ
イ
ロ
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
。
食
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｂ
ａ
ｒ
く
う
さ
ん
（
コ

ラ
ボ
：
じ
び
栄
さ
ん
と
ス
マ
イ
ル
フ
ィ
ー

ル
ド
さ
ん
）
の
「
有
機
野
菜
の
ジ
ビ
エ
ラ

イ
ス
」
が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し

た
。
両
商
品
は
令
和
６
年
２
月
20
日
・
21

日
に
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
出
場
の

切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
じ
び
栄
さ
ん
の
「
鹿
肉
塩
糀
漬

け
」
が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
賀
詞

交
歓
会
を
４
年
振
り
に
開
催
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
１
月
26
日
（
金
）、
会

場
は
六
日
町
の
「
旬
彩
の
庄 

坂
戸
城
」
で
、

来
賓
、
会
員
、
職
員
を
合
わ
せ
て
１
５
０

名
ほ
ど
の
予
定
で
す
。

　

今
回
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
は
㈱
ヤ

マ
グ
チ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
の
山

口
昇
氏
か
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
、
第
二
部

は
賀
詞
交
歓
、
カ
ラ
オ
ケ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

新
春
賀
詞
交
歓
会
の
お
知
ら
せ

南
魚
沼
の
宝
物
グ
ラ
ン
プ
リ
報
告

（
11
月
16
日
）

な
の
里
あ
い
あ
い

㈱
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｓ

ス
マ
イ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

市
民
ま
つ
り

市
民
ま
つ
り

商　　工　　や　　ま　　と（5）



 

            

 

  

 

 

 

 9:00 19:00  

12/31 1/3  

0570-008656 03 5321-8656  

 Web  

 

 

 

40  

 

 

資料：ハローワーク南魚沼、新潟県ホームページ

主要経済指標
○有効求人倍率
南魚沼　Ｒ5年10月　2.49
　　　　Ｒ5年 9 月　2.42
　　　　Ｒ4年10月　2.38
○新設住宅着工戸数
南魚沼　Ｒ5年 9 月　10
　　　　Ｒ5年 8 月 　 9
　　　　Ｒ4年 9 月　15
○鉱工業生産指数（H２７年＝１００）
新潟県　Ｒ5年 9 月　87.1
　　　　Ｒ5年 8 月　80.0
　　　　Ｒ4年 9 月　95.2

編集者より
～あとがきにかえて～

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

20
数
年
ぶ
り
に
わ
が
家

で
、仔
犬
を
飼
い
始
め
て
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。今
で
は
31
㎏
の
大
型
犬
に…

　

毎
日
、
朝
昼
晩
の
散
歩
で
近
所
の

方
々
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
散
歩
を
通
し

て
、
空
を
見
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

朝
焼
け
に
星
空
と
、
き
れ
い
な
空
を
見

て
い
る
と
心
が
癒
さ
れ
、
「
が
ん
ば
ろ

〜
っ
て
」
気
持
ち
に
私
は
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
た
ま
に
は
空
を
見
上
げ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
癒
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
で
す
ょ
。

　

本
号
の
発
行
で
取
材
や
原
稿
制
作
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　

（
中
）

　

労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を

含
む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
・
雇
用
保
険

の
各
種
給
付
金
の
ほ
か
、
雇
用
の
安
定
の

た
め
に
事
業
主
に
支
給
さ
れ
る
助
成
金
な

ど
の
各
種
支
援
制
度
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、

労
働
者
は
も
と
よ
り
事
業
主
の
た
め
に
も

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
人
手
不
足
の
折
、
事
業
主
に
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

よ
り
良
い
人
材
を
確
保
す
る
意
味
で
も
、

労
働
保
険
に
必
ず
加
入
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
い
な
い
事
業
主
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
加
入
手

続
き
を
と
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
新
潟
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課
（
☎
０
２
５―

２
８
８

―

３
５
０
２
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
労
働

基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
）
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（>_<） 

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

労
働
保
険
に
必
ず
加
入
を

〜
働
き
が
い
の
そ
ば
に
は
労
働
保
険
〜

記帳専任職員  笹岡  鈴夏
　９月に赴任いたしました笹岡鈴夏と
申します。
  会員の皆さんや職員の方々が温かく迎
えてくださり、たいへん感謝しています。
  好きな食べ物は明太子おにぎりで、海苔はしっとり派です 🍙
南魚沼出身で、自分の生まれた場所で働けることとなり嬉しい気持
ちです。
　至らぬ点も多々ありますが、どうぞよろしくお願いいたします。

よろしくお願いします。
新入職員紹介

りんか

商　　工　　や　　ま　　と （６）


